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№ sma0064 

（2023.7.6） 

サントリー美術館

「激動の時代 幕末明治の絵師たち」開催 

会期：２０２３年１０月１１日（水）～１２月３日（日） 

五百羅漢図 第二十一・二十二幅 狩野一信 

嘉永７～文久３年（１８５４～６３） 

大本山増上寺 

【全期間展示】 

サントリー美術館（東京・六本木／館長：鳥井信吾）は、２０２３年１０月１１日

（水）から１２月３日（日）まで「激動の時代 幕末明治の絵師たち」を開催 

いたします。 

江戸から明治へと移り変わる激動の１９世紀、日本絵画の伝統を受け継ぎながら

新たな表現へ挑戦した絵師たちが活躍しました。本展では幕末明治期に個性的な

作品を描いた絵師や変革を遂げた画派の作品に着目します。 
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五百羅漢図 第四十五・四十六幅 

狩野一信 嘉永７～文久３年（１８５４～６３） 

大本山増上寺 

【全期間展示】 

ヒポクラテス像 渡辺崋山 

一幅 天保１１年（１８４０） 

九州国立博物館 

【展示期間：１１／８～１２／３】 

幕末明治期の絵画は、江戸と明治（近世と近代）という時代のはざまに埋もれ、

かつては等閑視されることもあった分野です。しかし、近年の美術史では、江戸から

明治へのつながりを重視するようになり、現在、幕末明治期は多士済々の絵師たちが

腕を奮った時代として注目度が高まっています。 

本展では、幕末明治期の江戸・東京を中心に活動した異色の絵師たちを紹介し、

その作品の魅力に迫ります。天保の改革や黒船来航、流行り病、安政の大地震、

倒幕運動といった混沌とした世相を物語るように、劇的で力強い描写、迫真的な

表現、そして怪奇的な画風などが生まれました。また、本格的に流入する西洋美術を

受容した洋風画法や伝統に新たな創意を加えた作品も描かれています。このような

幕末絵画の特徴は、明治時代初期頃まで見受けられました。 

社会情勢が大きく変化する現代も「激動の時代」と呼べるかもしれません。本展は、

今なお新鮮な驚きや力強さが感じられる幕末明治期の作品群を特集する貴重な機会

となります。激動の時代に生きた絵師たちの創造性をぜひご覧ください。 

 

 

《 展示構成 》※展覧会会場では、章と作品の順番が前後する場合があります。 

 

第１章 幕末の江戸画壇 
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１９世紀の江戸では、浮世絵をはじめ、狩野派や南蘋派、文人画など多彩な作品が

生まれ、まさに百花繚乱の様相をみせていました。 

江戸時代に画壇の覇者として君臨していた狩野派では、単に伝統を墨守する 

だけではなく、やまと絵や浮世絵、琳派、西洋画法なども取り入れています。その

門下からは従来の狩野派とは異なる独創的な作品を描く絵師も現れました。四条派や

土佐派などを学んだ後に狩野派へ入門したとされる狩野一信（１８１６～６３）は、

伝統的な仏画の画題に洋風の陰影法を用いて、強烈な迫力をもつ極彩色の   

「五百羅漢図」（大本山増上寺）を制作しています。 

また、多種多様な絵画を学び江戸画壇に大きな影響力をもった谷文晁（１７６３～

１８４０）の一門からは、流派にとらわれず新たな表現へ挑戦した絵師が輩出  

されました。文晁一門の系譜は明治以降も続き、その表現は近代日本画へも受け

継がれています。 

本章では、１９世紀の江戸において二大流派であった狩野派と文晁一門を中心に、

数多くの絵師たちが腕を競った幕末の江戸画壇の一端を紹介します。 

 

【主な出品作品】 

・鷹狩図屛風   狩野養信 二曲一隻    文政２～天保５年（１８１９～３４）  

板橋区立美術館 

・因州候庭園図  沖一峨  一幅   嘉永２年（１８４９）  東京国立博物館 

・五百羅漢図   狩野一信 百幅のうち六幅 嘉永７～文久３年（１８５４～６３）  

大本山増上寺 

・ヒポクラテス像 渡辺崋山 一幅   天保１１年（１８４０） 九州国立博物館 

・百花一瓶図   岡本秋暉 一幅   江戸時代 １９世紀  

公益財団法人 摘水軒記念文化振興財団 
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危嶂懸泉図 安田雷洲 

一幅 江戸時代 １９世紀 

公益財団法人 平野政吉美術財団 

【展示期間：１１／８～１２／３】 

虫合戦図 春木南溟 

一幅 嘉永４年（１８５１）頃 

神戸市立博物館 

【展示期間：１０／１１～１１／６】 

第２章 幕末の洋風画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

近世から近代への美術の流れを考えるうえで「西洋絵画をいかに受け入れたのか」

という問題は見過ごせません。鎖国下では西洋絵画の情報は限られていましたが、

江戸時代中期には蘭学が盛んになり、司馬江漢（１７４７～１８１８）や亜欧堂田善

（１７４８～１８２２）によって西洋画法を取り入れた洋風画が描かれています。

江戸時代後半には、舶載の銅版画や洋書が多く流入し、陰影法や遠近法を用いた

様々な洋風画が制作されました。 

その後、幕末の江戸で活躍した洋風画家が安田雷
らい

洲
しゅう

（？～１８５９）です。  

はじめ葛飾北斎（１７６０～１８４９）に学んだ雷洲は、緻密な銅版画を得意とし、

独特の洋風表現をもつ肉筆画を描きました。 

洋風画は、画派として広がることはありませんでしたが、江戸時代に各絵師が

どのように西洋絵画と向き合ったかを示しているといえるでしょう。本章では、

安田雷洲を中心に幕末の洋風画を特集します。 

 

【主な出品作品】 

・捕鯨図     安田雷洲  一幅  江戸時代 １９世紀   歸空庵 

・赤穂義士報讐図 安田雷洲  一幅  江戸時代 １９世紀  

公益財団法人 本間美術館 

・危嶂懸泉図   安田雷洲  一幅  江戸時代 １９世紀  

公益財団法人 平野政吉美術財団 

・虫合戦図    春木南溟  一幅  嘉永４年（１８５１）頃 神戸市立博物館 

・真人図     大久保一丘 一幅  江戸時代 １９世紀   東京国立博物館 

・東海道五十三駅 安田雷洲  十四枚 天保１５年（１８４４） 馬の博物館 
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両賊深山妖術競之図 歌川芳艶  

大判錦絵三枚続 万延元年（１８６０） 

千葉市美術館 

【展示期間：１１／８～１２／３】 

第３章 幕末浮世絵の世界 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役者絵や美人画が中心であった浮世絵は、１９世紀になると新たなジャンルが

発展します。葛飾北斎や歌川広重（１７９７～１８５８）の登場により名所絵や

花鳥画が流行し、人気を博しました。幕末には武者絵で名をあげた歌川国芳  

（１７９７～１８６１）が、風刺のきいた戯画や、三枚続を活かした斬新な構図

などで新機軸を打ち出しています。北斎、広重、国芳といった巨匠からは多くの

弟子が輩出され、特に歌川派は幕末浮世絵界の一大勢力となりました。 

また、ジャーナリスティックに同時代の世相を写し出す浮世絵は、黒船来航や

横浜開港といった幕末の時事的な画題も取り上げています。横浜浮世絵と呼ばれる、

開港した横浜の西洋風俗などを主題にした作品が、歌川派の絵師によって多数描かれ

ました。 

本章では、歌川国芳や歌川派の絵師たちに注目し、幕末の浮世絵の豊饒な世界を

紹介します。 

 

【主な出品作品】 

・相馬の古内裏     歌川国芳  大判錦絵三枚続  

天保１４～弘化３年（１８４３～４６） 公益社団法人 川崎・砂子の里資料館 

・讃岐院眷
けん

属
ぞく

をして為朝をすくふ図  歌川国芳 大判錦絵三枚続  

嘉永４年（１８５１）頃      神奈川県立歴史博物館 

・浅草奥山生人形    歌川国芳  大判錦絵二枚続  

安政２年（１８５５）       神奈川県立歴史博物館 

・両賊深山妖術競之図  歌川芳艶  大判錦絵三枚続  

万延元年（１８６０）       千葉市美術館 

・頼光山中ニ妖
よう

恠
かい

見る図 歌川芳員  大判錦絵三枚続  

嘉永２～５年（１８４９～５２）  青木コレクション（千葉市美術館寄託） 

・横浜異人商館座敷之図 五雲亭貞秀 大判錦絵三枚続  

文久元年（１８６１）       サントリー美術館 
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鍾馗ニ鬼図 河鍋暁斎 

双幅 明治４～２２年（１８７１～８９） 

板橋区立美術館 

【展示期間：１０／１１～１１／６】 

魁題百撰相 菅谷九右ヱ門 月岡芳年 

大判錦絵 慶応４年（１８６８） 

町田市立国際版画美術館 

【展示期間：１０／１１～１１／６】 

第４章 激動期の絵師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

開 国 、 大 政 奉 還 、 江 戸 幕 府 の 瓦 解 、 戊 辰 戦 争 、 明 治 政 府 の 成 立 … …       

嘉永６年（１８５３）の黒船来航以降、めまぐるしく時代は変化していきます。

慶応４年（１８６８）には江戸が東京と改称され、年号は明治に改められました。

この社会的な転換を区切りとして、かつては明治元年以前と以後の美術を切り離して

語ることが通例でしたが、近年では江戸と明治の連続性に重点を置くようになり、

幕末明治期の絵師たちの再評価が進んでいます。 

本章では、近代歴史画の祖・菊池容斎（１７８８～１８７８）や、血みどろ絵で

知られる月岡芳年（１８３９～９２）、あらゆる画題に挑み画鬼と称された河鍋暁斎

（１８３１～８９）、光線画で一世を風靡した小林清親（１８４７～１９１５）  

といった、江戸の地に生き、東京で活躍した絵師たちを取り上げ、江戸絵画の伝統を

引き継ぎながら、新時代の感覚をあわせ持った作品を特集します。 

また、文明開化の波が押し寄せ、近代日本の中心となった東京を描いた開化錦絵を

展観します。 
 

【主な出品作品】 

・呂
りょ

后
こう

斬
ざん

戚
せき

夫
ふ

人
じん

図 菊池容斎 一幅   天保１４年（１８４３） 静嘉堂文庫美術館 

・魁題百撰相 菅谷九右ヱ門 月岡芳年 大判錦絵 慶応４年（１８６８）  

町田市立国際版画美術館 

・貝図      柴田是真 一幅   明治１０年代（１８７７～８６）  

千葉市美術館 

・鍾馗ニ鬼図   河鍋暁斎 双幅   明治４～２２年（１８７１～８９）  

板橋区立美術館 

・東京日本橋風景 歌川芳虎 大判錦絵三枚続  

明治３年（１８７０）  サントリー美術館 

・隅田川夜    小林清親 大判錦絵 明治１４年（１８８１） サントリー美術館 
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【本展における展覧会関連プログラム】 

◎講演会「絵師だけじゃない！ 彫刻・人形師たちの激動の時代」 

講師：木下直之氏（静岡県立美術館館長） 

日時：２０２３年１１月５日（日）１４時～１５時３０分 

料金：７００円（別途要入館料） 

※当館ウェブサイトよりお申込みください。応募者多数の場合は抽選。 

 

◎ファミリータイム 

日時：２０２３年１１月３日（金・祝）１０時～１３時 

中学生以下のお子さまをお連れの方は入館料が割引になる、キッズフレンドリー

な時間帯です。鑑賞支援ツールやレクチャーを利用して、子どもから大人まで、

気軽に鑑賞をお楽しみください。 

※お子さまと一緒の鑑賞を支援する時間帯となりますが、どなたでもご入館いただけます。 

 

詳細および最新情報は当館ウェブサイトをご覧ください。追加のプログラムを開催

する場合もウェブサイトでご案内します。 
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激動の時代 幕末明治の絵師たち 

 

▼会  期：２０２３年１０月１１日（水）～１２月３日（日） 

※作品保護のため、会期中展示替を行います。 

▼主  催：サントリー美術館、朝日新聞社 

▼協  賛：三井不動産、三井住友海上火災保険、サントリーホールディングス 

▼会  場：サントリー美術館 

東京都港区赤坂９－７－４ 東京ミッドタウン ガレリア３階 

交通機関（東京ミッドタウン［六本木］まで） 

都営地下鉄大江戸線六本木駅出口８より直結 

東京メトロ日比谷線六本木駅より地下通路にて直結 

東京メトロ千代田線乃木坂駅出口３より徒歩約３分 

 

【基本情報】 

▼開館時間：１０時～１８時 

※金・土および１１月２日（木）、２２日（水）は２０時まで開館 

※いずれも入館は閉館の３０分前まで 

▼休 館 日：火曜日（１１月２８日は１８時まで開館） 

▼入 館 料： 

・当 日 券：一般１,５００円、大学・高校生１,０００円、中学生以下無料 

※２０名様以上の団体は１００円割引 

・前 売 券：一般１,３００円、大学・高校生８００円 

※サントリー美術館受付、サントリー美術館公式オンラインチケット、ローソン

チケット、セブンチケットにて取扱 

※前売券の販売は７月２２日（土）から１０月１０日（火）まで 

※サントリー美術館受付での販売は開館日のみ 

▼割  引： 

・あとろ割：国立新美術館、森美術館の企画展チケット提示で１００円割引 

※割引適用は一種類まで（他の割引との併用不可） 
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▼呈茶席（お抹茶と季節のお菓子）

日 時：１０月１２日（木）・１９日（木）、

１１月２日（木）・１６日（木）・３０日（木） 

１２時、１３時、１４時、１５時にお点前を実施 

（お点前の時間以外は入室不可） 

会 場：６階茶室「玄鳥庵」 定員：各回１２名／１日４８名 

呈茶券：１,０００円（別途要入館料） 

※呈茶券は当日１０時より３階受付にて販売（予約不可、先着順で販売終了、お一人様

２枚まで）

▼一般お問い合わせ ：０３－３４７９－８６００

▼美術館ウェブサイト：https://www.suntory.co.jp/sma/

▽プレスからのお問い合わせ：

サントリー美術館〔学芸〕内田〔広報〕石松

https://www.suntory.co.jp/sma/info_press/

▽広報画像のお申込み：

「激動の時代 幕末明治の絵師たち」展広報事務局（共同ピーアール株式会社内）

〔担当〕安田、伊原、村上 

ＴＥＬ   ：０３－６２６４－２０５９ 

Ｅ－ｍａｉｌ：bakumatsu-pr@kyodo-pr.co.jp 

以  上 


